


　
本
荘
南
中
学
校
の
新
校
舎
が
こ
の
ほ
ど
完
成

し
、
全
校
生
徒
、
市
関
係
者
な
ど
約
五
百
人
が

出
席
し
、
一
月
十
九
日
、
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
体
育
館
で
行
わ
れ
た
式

典
で
は
柳
田
市
長
が
、

「
在
校
生
の
皆
さ
ん
は
、

こ
の
新
校
舎
で
伸
び
伸

び
と
勉
強
、
ス
ポ
ー
ツ

を
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
卒
業
す
る
皆
さ
ん

に
つ
い
て
は
、
こ
の
新
し
い
校
舎
で
卒
業
で
き
る

喜
び
を
か
み
し
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
来
賓
を
代
表
し
、
井
島
市
議
会
議
長
が
「
こ
の

素
晴
ら
し
い
環
境
の
下

で
、
四
季
を
感
じ
な
が

ら
学
業
に
励
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。 

　
最
後
に
生
徒
を
代
表
し
て
、太
田
夏
実
さ
ん（
三

年
）
が
「
多
く
の
先
輩
、
先
生
そ
し
て
地
域
の
方

々
に
よ
っ
て
築
か
れ
た

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
こ

の
真
新
し
い
校
舎
に
私

た
ち
が
新
た
な
礎
を
築

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

た
後
、
全
校
生
徒
が
高
ら
か
に
校
歌
を
合
唱
。 

　
吹
奏
楽
部
に
よ
る
記
念
演
奏
も
行
わ
れ
る
な

ど
、
新
校
舎
の
完
成
を
出
席
者
全
員
で
祝
い
ま
し

た
。 

　
　
田
均
校
長
は
新
校
舎
に
期
待
を
寄
せ
、
「
子

ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
活
動
で
き
る
、
素
晴
ら

し
い
環
境
を
整
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
思
い
を
忘
れ

ず
に
、
郷
土
を
愛
す
る

心
を
も
っ
た
子
ど
も
た

ち
に
育
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
わ
れ
わ
れ
教
職
員

も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
」
と
話
し
ま
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
充
実
の
設
備
に
期
待
で
胸
を
膨

ら
ま
せ
な
が
ら
、
同
月
十
四
日
か
ら
新
校
舎
で
の

生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。 

 

▲吹奏楽部による記念演奏が 
　行われました 

全
校
生
徒
に
よ
る
校
歌
合
唱 

▲  

①校舎中央には、中庭（１階）とバル
　コニー（２階）が―。先生と生徒の
　交流の場になりそうです。 
②各階には多目的ホールが設けられ、
　さまざまな授業形態に対応します。 
③ガラス張りの教室。採光性に優れ、
　校舎全体を明るい雰囲気に―。 

板
垣
翔
太
君 

（
二
年
・
生
徒
会
長
） 

　
落
成
式
に
先
立

ち
、
同
月
九
日
、
十

日
に
は
新
校
舎
見
学

会
も
行
わ
れ
、
地
区

住
民
や
親
子
連
れ
な

ど
二
日
間
で
延
べ
千

二
百
人
ほ
ど
が
新
校

舎
の
見
学
に
訪
れ
ま

し
た
。 

◆本荘南中学校新校舎概要 
校舎：鉄筋コンクリート造り3階建て 
体育館：鉄筋コンクリート造り2階建て 
建築面積：約4,400m2 
延べ床面積：約8,500m2 
総事業費：約23億円 

① 

② 

③ 

落成を祝いテープカット 



　
本
年
の
市
成
人
式
が
成
人
の
日
の
前
日

一
月
十
一
日
、
本
荘
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、

あ
で
や
か
な
振
り
袖
姿
な
ど
の
新
成
人
が

旧
友
と
の
再
会
を
喜
び
つ
つ
大
人
と
し
て

の
自
覚
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

 

今
年
の
成
人
式
対
象
者
は
千
七
十
二
人

で
、
当
日
は
八
百
二
十
八
人
が
出
席
。
国

歌
斉
唱
、
成
人
証
書
の
授
与
に
続
き
、
柳

田
市
長
が
「
九
万
市
民
と
と
も
に
皆
さ
ん

の
成
人
を
お
喜
び
し
ま
す
。
暗
い
中
に
も

明
る
い
希
望
を
見
出
し
て
頑
張
れ
る
皆
さ

ん
で
あ
り
、
合
併
し
、
こ
う
し
て
互
い
に

友
人
と
し
て
の
絆
を
深
め
て
い
ま
す
。
今

後
の
人
生
が
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ
う
、

自
ら
切
り
開
い
て
行
っ
て
ほ
し
い
。
成
人

と
は
責
任
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
念

頭
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述

べ
、
井
島
議
長
は
「
成
人
と
は
内
面
的
、

経
済
的
に
自
立
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。
人
生
の
師
、
先
生
と
な
る
人
を
早

く
見
つ
け
、
ま
た
、
家
族
や
友
人
、
山
河

の
あ
る
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
、
誇
り
に

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
厳
し
い
情
勢

で
す
が
、
自
ら
の
大
志
に
挑
戦
し
て
ほ
し

い
」
と
祝
辞
を
寄
せ
ま
し
た
。

 

新
成
人
を
代
表
し
、
渡
部
美
奈
子
さ
ん

（
岩
城
）
が
登
壇
。
「
今
日
ま
で
育
て
、

支
え
、
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
両
親
、
恩

師
の
先
生
方
、
そ
し
て
す
べ
て
の
方
々
に

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
来
賓

の
皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
お
祝
い
や
励
ま

し
の
言
葉
を
た
ま
わ
り
、
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
一
生
に
一
度
の
こ
の
日
を
大
勢
の

人
と
祝
う
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
幸
せ
で

す
。
明
る
い
未
来
に
期
待
を
込
め
、
世
の

中
や
自
分
た
ち
が
新
た
に
変
わ
っ
て
い
く

中
で
、
希
望
の
あ
る
社
会
を
築
い
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
交
え
、
お
礼
の
言
葉
で

締
め
ま
し
た
。

 

席
上
、
新
成
人
有
志
で
組
織
す
る
実
行

委
員
会
が
、
と
も
に
成
長
し
て
い
こ
う
と

の
思
い
を
込
め
、
市
内
の
中
学
校
な
ど
に

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
十
一
本
を
昨
年
十

一
月
に
記
念
植
樹
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

そ
の
目
録
が
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

 

式
典
の
後
、
実
行
委
員
会
に
よ
る
新
成

人
の
つ
ど
い
を
開
催
。
中
学
校
時
代
の
恩

師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
映
像
が
流
さ
れ
、

友
人
た
ち
と
と
も
に
恩
師
の
言
葉
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

 

会
場
で
は
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、

携
帯
電
話
や
カ
メ
ラ
で
記
念
撮
影
を
楽
し

む
新
成
人
の
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
、

笑
顔
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

８２８
人
が
大
人
の
自
覚
を
新
た
に

笑
顔
と 

希
望
に
あ
ふ
れ

式
辞
を
述
べ
る
柳
田
市
長

△
新
成
人
を
代
表
し
て
成
人
証
書
を

　
受
け
取
る
川
村
菜
々
子
さ
ん（
古

　
雪
町
・
左
）と
斉
藤
卓
美
さ
ん（
奉

　
行
免
）

全
員
で
由
利
本
荘
市
歌
を
斉
唱

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
植
樹
を
報
告
し
、
目
録

を
手
渡
す
須
田
健
之
介
さ
ん
（
岩
谷
町
）





　
新
山
神
社
の
裸
ま
い
り
に
併
せ

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
石
脇

蔵
の
市
」
が
一
月
十
八
日
、
酒
造

会
社
の
倉
庫
な
ど
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
羽
後
本
荘
駅
を
ス

タ
ー
ト
し
、
裸
ま
い
り
や
蔵
の
市

な
ど
を
探
訪
す
る
「
駅
か
ら
ハ
イ

キ
ン
グ
」
に
、
首
都
圏
や
県
内
外

か
ら
二
十
二
人
が
訪
れ
る
な
ど
、

酒
蔵
の
見
学
や
日
本
酒
・
み
そ
・

し
ょ
う
ゆ
の
醸
造
元
で
味
見
を
す

る
人
、
仮
設
店
舗
で
地
場
産
品
を

買
い
求
め
る
人
た
ち
で
ご
っ
た
返

し
て
い
ま
し
た
。 

　
修
行
者
の
荒
行
を
起
源
と
し
、

一
年
の
家
内
安
全
と
五
穀
豊
穣
を

祈
願
す
る
新
山
神
社
裸
ま
い
り
が

一
月
十
八
日
、
石
脇
地
区
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
地
元
の
町
内
・
企
業
か
ら
約
二

百
六
十
人
の
若
衆
が
参
加
。
凍
て

付
く
よ
う
な
厳
し
い
寒
さ
の
中
、

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
で
冷

水
を
か
ぶ
る
「
水
ご
り
」
で
身
を

清
め
る
と
、
白
鉢
巻
に
白
腹
巻
、

白
足
袋
に
わ
ら
じ
掛
け
と
い
う
い

で
た
ち
で
、
酒
や
も
ち
、
魚
な
ど

の
奉
納
品
を
担
い
で
「
ジ
ョ
ヤ
サ
、

ジ
ョ
ヤ
サ
」
と
力
強
い
掛
け
声
と

と
も
に
参
道
を
駆
け
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
本
荘
凧
の
会
（
佐
々
木
修
一
会

長
）
主
催
に
よ
る
「
第
四
十
四
回

本
荘
凧
あ
げ
大
会
」
が
一
月
十
八

日
、
友
水
公
園
で
行
わ
れ
、
県
内

外
か
ら
参
加
し
た
愛
好
家
や
親
子

連
れ
な
ど
約
二
百
人
が
凧
揚
げ
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

　
穏
や
か
な
天
候
の
中
、
参
加
者

た
ち
は
自
慢
の
凧
を
披
露
。
絵
柄

や
安
定
性
な
ど
を
審
査
対
象
と
す

る
表
彰
も
あ
り
、
手
作
り
の
和
凧

や
連
凧
の
ほ
か
、
タ
コ
の
形
を
し

た
ユ
ニ
ー
ク
な
凧
な
ど
、
個
性
豊

か
な
色
と
り
ど
り
の
凧
が
空
高
く

舞
い
上
が
り
ま
し
た
。 

　
佐
々
木
会
長
は
、
「
年
々
、
子

ど
も
た
ち
の
参
加
が
少
な
く
感
じ

ら
れ
残
念
。
来
年
は
、
大
会
四
十

五
回
目
を
記
念
し
て
、
全
国
大
会

を
開
催
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。 

　市交通指導隊（安保榮和隊長・隊員58
人）の観閲式が１月18日、裸まいり後の
新山神社前広場で行われました。隊員た
ちは、式に先がけて新山神社にお参りし、
今年一年の交通安全を祈願。式では、柳
田市長から「交通事故が少なくなるよう
にご尽力をお願いしたい」と激励の言葉
を受け、今年一年の無事故への誓いを新
たにしていました。 

　元由利高校バレー部監督・故原田重充
先生の功績をたたえる第20回原田記念東
北中学校選抜（女子）バレーボール大会
が、１月10日・11日、県内外から16校が
参加し由利高校体育館などで行われまし
た。本市からは本荘北・本荘東・由利・
鳥海中学校が出場。惜しくも上位入賞は
なりませんでしたが、強豪校に果敢に挑
んでいました。 

こんなに寒いのに皆さんすごい！ 

「駅からハイキング」
に参加。裸まいり、蔵
の市に訪れた 
　中川勝代さん 
　（66歳・東京都） 

 「裸まいり」のよう
な行事は一度も見た
ことがなかったので
楽しみにしてきまし
た。こういう行事は
珍しいですよね。 
 「水ごり」も拝見し
ました。こんなに寒
い中、皆さんすごい
です！ 

いつもより上手にできたよ 
 

「本荘凧あげ大会」
に参加した 
　畑山永伍くん 
（鶴舞小１年・千刈） 

　今日はお母さんと
一緒に来ました。凧
揚げは楽しくて大好
き。（いつもは近所
で凧揚げをしている
けど）今日はいつも
より高く揚げられて
上手にできたよ。来
年も来たいです。 

　
生
き
る
こ
と
、
と
も
に
支
え
る

地
域
づ
く
り
を
考
え
よ
う
と
「
心

の
健
康
づ
く
り
集
会
」
が
一
月
十

日
、
鶴
舞
会
館
で
開
か
れ
、
保
健

関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
二

百
六
十
人
が
参
加
し
、
自
殺
予
防

の
在
り
方
を
探
り
ま
し
た
。 

　
集
会
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
自
殺
対
策

支
援
セ
ン
タ
ー
・
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
」

（
東
京
）の
清
水
康
之
代
表
が
「
い

の
ち
へ
の
支
援
―
生
き
心
地
の
良

い
社
会
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
て

講
演
。
「
自
殺
が
終
わ
り
で
は
な

く
、
そ
こ
か
ら
悲
し
み
の
連
鎖
が

始
ま
る
。
家
族
は
自
分
を
責
め
て

し
ま
う
。
周
り
の
誤
解
や
偏
見
も

あ
る
。
自
殺
は
人
の
生
き
死
に
で

あ
り
、
そ
こ
に
人
の
存
在
を
感
じ

ら
れ
る
か
ど
う
か
。
全
国
で
年
間

三
万
人
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
お

り
、
交
通
事
故
の
死
者
数
の
六
倍

に
上
る
。
自
殺
対
策
は
生
き
る
支

援
。
生
き
心
地
の
良
さ
、
生
き
る

喜
び
を
測
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と

す
べ
き
。
自
殺
は
避
け
る
こ
と

が
で
き
る
死
で
あ
り
、
対
当
事

者
で
は
な
く
、
社
会
を
変
え
て

い
く
努
力
が
必
要
だ
」
と
強
調

し
ま
し
た
。 

　
講
演
に
続
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
蜘

蛛
の
糸
」（
秋
田
市
）の
佐
藤
久
男

理
事
長
と
清
水
代
表
が
「
悲
し

み
の
連
鎖
を
断
て
」
の
テ
ー
マ

で
対
談
。
佐
藤
代
表
は
「
本
県

の
県
民
所
得
は
全
国
平
均
の
48

％
。
地
域
に
よ
っ
て
は
32
％
で

あ
る
。
国
が
豊
か
に
な
っ
て
も

個
人
が
そ
れ
を
感
じ
ら
れ
な
い

現
状
。
経
済
苦
は
自
殺
に
至
る

社
会
的
要
因
の
一
つ
。『
地
域
経

済
を
支
え
て
き
た
中
小
企
業
経

営
者
を
死
な
せ
て
た
ま
る
か
！
』

の
思
い
で
相
談
活
動
を
続
け
て

い
る
。
自
殺
予
防
な
ど
を
講
じ

て
地
域
社
会
に
活
力
を
取
り
戻

そ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

清
水
代
表
と
佐
藤
理
事
長 



　
全
国
的
に
有
名
な
「
庄
内
ひ
な
街
道
」
の
関

係
者
を
お
招
き
し
、
文
化
と
し
て
の
お
ひ
な
様
、

観
光
と
し
て
の
お
ひ
な
様
に
つ
い
て
意
見
を
交

換
し
ま
す
。 

○
基
調
講
演
　
高
山
良
雄
さ
ん
（
庄
内
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
主
幹
） 

演
題
「
庄
内
ひ
な
街
道
と
地
域
振
興
」 

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
お
ひ
な
さ
ま

が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」
　
パ
ネ
リ
ス
ト
／
高

山
良
雄
さ
ん
、
本
間
万
紀
子
さ
ん
（
本
間
美
術

館
副
理
事
長
）、
石
原
純
一
さ
ん
（
荘
内
神
社

宮
司
）、
大
井
セ
ツ
子
さ
ん
（
矢
島
町
）、
永
井

和
博
さ
ん
（
Ｊ
Ｒ
羽
後
本
荘
駅
長
）、
石
川
恵

美
子
さ
ん
（
本
荘
郷
土
資
料
館
資
料
調
査
員
） 

　
午
後
０
時
半
、
同
一
時
か
ら
は
ロ
ビ
ー
で｢

ひ

な
菓
子
作
り
体
験｣

を
行
い
ま
す
。
（
体
験
無

料
。
各
回
先
着
20
人
。
要
申
し
込
み
） 

▽
申
し
込
み
先
　
県
由
利
地
域
振
興
局 

　
　
　
　
　
地
域
企
画
課
　
☎
22
・
５
４
３
２ 

　会場　本荘郷土資料館、　
　矢島郷土文化保存伝習施設、
　亀田城佐藤八十八美術館、
　岩城歴史民俗資料館、 
　出羽伝承館 

▽
 

　
地
域
に
伝
わ
る
お
ひ
な
様
を
展
示
し

ま
す
。
各
館
合
計
で
約
千
体
の
ひ
な
人

形
が
勢
ぞ
ろ
い
。
気
品
と
趣
の
あ
る
古

び
な
の
数
々
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。 

　
資
料
館
・
美
術
館
の
あ
る
本
荘
、
矢

島
、
岩
城
、
大
内
の
各
地
域
で
、
商
店

を
中
心
と
し
た
約
五
十
カ
所
で
お
ひ
な

様
を
展
示
し
ま
す
。
「
町
中
ひ
な
め
ぐ

り
マ
ッ
プ
」
を
片
手
に
、
ひ
な
巡
り
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
矢
島
地
域
は
、
「
大
井
家
」

な
ど
五
施
設
を
巡
る
「
矢
島
共
通
ひ
な

め
ぐ
り
券
」
を
三
百
円
で
販
売
し
ま
す
。

秋
田
杉
製
の
か
わ
い
い
絵
馬
型
の
共
通

券
で
す
。
旅
の
記
念
品
と
し
て
、
ま
た

絵
馬
と
し
て
奉
納
も
で
き
ま
す
。
一
枚

で
期
間
中
何
度
で
も
ご
使
用
い
た
だ
け

ま
す
。
販
売
場
所
は
矢
島
駅
、
総
合
案

内
所
、
大
井
家
で
す
。
「
町
中
ひ
な
め

ぐ
り
マ
ッ
プ
」
は
、
各
地
域
の
資
料
館
・

美
術
館
、
道
の
駅
な
ど
で
ど
う
ぞ
。 

▽
問
い
合
わ
せ
先 

　
市
観
光
協
会
☎
24
・
６
３
４
９
、 

　
矢
島
郷
土
文
化
保
存
伝
習
施
設
☎
56 

　
・
２
２
０
３
　
本
荘
郷
土
資
料
館
　

　
☎
24
・
３
５
７
０ 

　
昔
か
ら
雛
壇
を
飾
っ
て
き
た
「
ご
て
ん
ま
り
」
と

春
の
香
り
を
満
載
し
た
「
お
ひ
な
っ
こ
列
車
」
を
運

行
。
団
体
予
約
の
方
に
は
車
掌
さ
ん
が
同
乗
し
て
お

も
て
な
し
し
ま
す
。
の
ど
か
な
列
車
に
揺
ら
れ
て
お

ひ
な
め
ぐ
り
は
い
か
が
で
す
か
？ 

◎
矢
島
発
九
時
五
十
分
▼
羽
後
本
荘
着
十
時
二
十
九

分
、
◎
羽
後
本
荘
発
十
時
五
十
分
▼
矢
島
着
十
一
時

二
十
九
分 

※
３
月
８
日
（
日
）
羽
後
本
荘
駅
十
時
五
十
分
発
は

団
体
貸
切
の
た
め
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

「
お
ひ
な
っ
こ
列
車
」
記
念
乗
車
券
発
売 

 

　
人
気
の
高
い
永
泉
寺
所
蔵
女
雛
を
掲
載
し
た
記
念

乗
車
券
を
販
売
し
ま
す
。 

▽
矢
島
〜
羽
後
本
荘
間
　
片
道
五
百
八
十
円 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
由
利
高
原
鉄
道（
株
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
56
・
２
７
３
６ 

 

由利高原鉄道「おひなっこ列車」 4

　
「
ひ
な
菓
子
作
り
体
験
」
を
行
い
ま

す
。
両
会
場
と
も
体
験
料
は
五
百
円
。 

◎
本
荘
会
場
　
３
月
１
日（
日
）・
15
日

（
日
）、
ホ
テ
ル
ア
イ
リ
ス（
華
燭
の
間
）

午
後
一
時
半
、
二
時
、
二
時
半
と
三
時

か
ら
の
四
回
。
各
回
先
着
三
十
人
。
事

前
申
し
込
み
は
不
要
。 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
観
光
協
会
☎
24

・
６
３
４
９ 

◎
矢
島
会
場
　
３
月
８
日
（
日
）、
15
日

（
日
）、
福
祉
会
館
２
階
ホ
ー
ル
　
十
時

と
午
後
一
時
〜
（
15
日
は
十
時
の
み
）。

各
回
先
着
二
十
人
、
三
日
前
ま
で
要
予
約
。 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
矢
島
教
育
学
習
課

☎
56
・
２
２
０
３ 

　
由
利
本
荘
ひ
な
街
道
に
合
わ
せ
、
今

年
も
「
ひ
な
巡
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
行

い
ま
す
。（
市
民
限
定
で
す
） 

　
各
コ
ー
ス
と
も
午
前
八
時
四
十
分
に

出
発
し
、
本
荘
郷
土
資
料
館
、
矢
島
郷

土
文
化
保
存
伝
習
施
設
、
亀
田
城
佐
藤

八
十
八
美
術
館
、
岩
城
歴
史
民
俗
資
料

館
、
出
羽
伝
承
館
の
五
館
を
回
り
、
併

せ
て
矢
島
地
域
の
町
中
ひ
な
め
ぐ
り
（
大

井
家
、
天
寿
酒
造
、
出
羽
の
富
士
酒
造
）

も
行
い
、
午
後
四
時
半
（
鳥
海
地
域

は
五
時
）
に
到
着
す
る
ツ
ア
ー
で
す
。

参
加
の
お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
。 

◇
参
加
費
　
二
千
二
百
円
（
入
館
料
、

昼
食
代
、
矢
島
共
通
ひ
な
め
ぐ
り
券
代
）。 

◇
定
員
　
各
コ
ー
ス
先
着
二
十
五
人 

◇
募
集
期
間
　
二
月
三
日
〜
十
七
日 

　
※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。 

　
女
の
子
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
る
年
中
行
事
「
ひ
な
祭
り
」
。 

　
暖
か
な
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
た
、
資

料
館
・
美
術
館
の
合
同
企
画
展
「
由
利
本
荘
ひ
な
街
道
〜
春
を

告
げ
る
お
ひ
な
っ
こ
〜
」
が
二
月
七
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

　
女
の
子
の
「
人
形
遊
び
」
と
「
節
句
の
儀
式
」
が
結
び
つ

き
、
「
ひ
な
ま
つ
り
」
と
し
て
全
国
に
広
ま
っ
た
の
が
江
戸
時

代
。
こ
の
地
域
は
亀
田
領（
岩
城
氏
）、
本
荘
領（
六
郷
氏
）、
矢

島
領（
生
駒
氏
）に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
街
道
沿
い
、
そ
し

て
子
吉
川
・
芋
川
沿
い
に
往
来
や
交
易
が
あ
り
ま
し
た
。
藩
主

ゆ
か
り
の
、
ま
た
豪
商
の
お
雛
さ
ま
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
、

端
正
な
顔
立
ち
の
享
保
雛
を
始
め
、
愛
嬌
の
あ
る
土
人
形
や
押

し
絵
雛
な
ど
、
表
情
豊
か
な
雛
人
形
が
歴
史
と
文
化
を
伝
え
て

い
ま
す
。
お
雛
さ
ま
の
持
つ
「
和
と
美
と
精
巧
の
魅
力
」
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

合同企画展、シンポジウム、おひなっこ列車、 
菓子作り体験など、多彩な催しが目白押し！ 
年々、見どころが増しています――― 

期
　
日 

３
月
３
日 

（
火
）

出
発
地（
８
時
40
分
発
） 

岩
城
総
合
支
所 

西
目
公
民
館
シ
ー
ガ
ル 

由
利
本
荘
市
役
所 

出
羽
伝
承
館 

鳥
海
総
合
支
所 

東
由
利
総
合
支
所 

矢
島
郷
土
文
化
保
存
伝
習
施
設 

由
利
本
荘
市
役
所 

善
隣
館 

昼
食
会
場 

本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル 

大
内
・
ぽ
ぽ
ろ
っ
こ 

ホ
テ
ル
ア
イ
リ
ス 

本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル 

岩
城
・
天
鷺
城 

矢
島
・
錦
旅
館 

大
内
・
ぽ
ぽ
ろ
っ
こ 

矢
島
・
錦
旅
館 

ホ
テ
ル
ア
イ
リ
ス 

  

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

亀
田
城
佐
藤
八
十
八
美
術
館 

西
目
教
育
学
習
課 

本
荘
郷
土
資
料
館 

大
内
教
育
学
習
課 

鳥
海
教
育
学
習
課 

東
由
利
教
育
学
習
課 

矢
島
教
育
学
習
課 

本
荘
郷
土
資
料
館 

由
利
教
育
学
習
課 

電
話
番
号 

74
・
２
５
０
０ 

33
・
２
３
１
５ 

24
・
３
５
７
０ 

65
・
２
２
１
０ 

57
・
２
８
８
１ 

69
・
２
３
１
０ 

56
・
２
２
０
３ 

24
・
３
５
７
０ 

53
・
２
２
４
５ 

３
月
４
日 

（
水
）

３
月
５
日 

（
木
）

３
月
６
日 

（
金
）

参加者を募集！ 
 

あ
い
き
ょ
う 

ひ
な 

３月１日（日）～22日（日）運行 ３月１日（日）～22日（日）運行 



▽
 

▽
 

由利地域由利地域  由利地域  

　本荘図書館　☎22－4900 
○２月のおはなし劇場 
とき…２月14日㈯午後２時～ 
ところ…図書館内児童閲覧室 
内容…絵本の読み聞かせ、紙芝居
　など 
○２月の展示 
「ダーウィン生誕200年　生物学、
　進化についての本」（一般） 
「バーバパパ特集」（児童） 
○「調べ学習ガイド室」開設日 
　１日㈰・８日㈰・22日㈰
○「外国人による外国絵本の読み
　聞かせ」を始めます！ 
　毎月第２日曜日と第４土曜日の 
午後２時から外国人による「外国
語絵本の読み聞かせ」を始めます。 
　これを機会に、絵本を通じて生 
の外国語に触れてみませんか？ 
　今月は、８日㈰と28日㈯の午
後２時から図書館内児童閲覧室で
行います。 
　岩城図書館　☎73－3673 
○お話し会「星のひとみ」 
とき…２月20日㈮ 
　　　午後３時45分～  
ところ…岩城図書館 
○２月の展示 
・作家「辻　仁成」特集 
・「税に関する本」特集 
・今月の絵本「ルーシー・カズン
　ズ」 
○雑誌プレゼント 
　平成19年分の雑誌を希望者にお
譲りします。（来館先着順１人５
冊まで） 
期間…２月７日㈯～14日㈯
　由利図書館　☎53－2121 
○２月の読み聞かせ会 
とき…２月14日㈯
　　　午後２時～３時 
ところ…図書館内幼児室 
内容…絵本の読み聞かせ・紙芝居 
・お話玉手箱 
○２月の展示 
・「映画・TVドラマになった本」
　特集 
・「家庭菜園初心者読本」特集 
 
　◇２月の図書館休館日 
○本荘図書館　11日㈬、15日㈰、
　27日㈮ 
○岩城図書館　２日㈪、９日㈪、
　11日㈬、16日㈪～19日㈭蔵書点
　検、23日㈪ 
○由利図書館　11日㈬ 

雪国の子どもは滑れる！！ 

と　き　2月14日（土）～15日（日） 
ところ　鳥海高原矢島スキー場「特設会場」 

・日本一の雪の滑り台　・スノーモービル体験 
★おもしろ雪だるまコンテスト（先着20組、表彰は15日） 

15
日（
日
）は
羽
後
本
荘
駅
と
矢
島
間
の
無
料
列
車
を
運
行
し
ま
す
。 

ま
た
、
列
車
利
用
者
は
矢
島
駅
前
か
ら
会
場
ま
で
の
無
料
送
迎
バ
ス
を 

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

・日本一の雪の滑り台　・スノーモービル体験 
・雪上車に乗ってみよう 
・熊なべ無料サービス（先着300人、午後０時20分～）  
★雪上５人６脚タイムレース（先着20チーム、午後１時～） 
★かんじきバイアスロン（先着50人、午後２時～） 
・来場者お楽しみ抽選会（午後３時～） 

2月14日（
土） 

●酒蔵開放●酒蔵開放　午前　午前10時～時～ 

　天寿酒造と佐藤酒造（出羽の富士）の酒蔵を開放。各種　天寿酒造と佐藤酒造（出羽の富士）の酒蔵を開放。各種イベントの開催やイベントの開催や 

当日しか味わえない限定品を販売します。もちろん試飲も当日しか味わえない限定品を販売します。もちろん試飲もできます。できます。 

14日（土）午後１時～４時 

15日（日）午前10時～午後４時 

ひゃくかまど 

とき　2月15日（日）（受け付け）午前９時30分～ 
（講習）10時～正午、午後１時～３時 
対象者　ボーゲンができる程度までの初心者の小学生20人 
申し込み先　２月13日㈮まで、鳥海高原矢島スキー場 
　リフト券売り場（☎56-2182）（定員に満たない場合、当日受け付けあり）  
※リフト券と昼食は参加者負担です。各自、傷害保険に加入のうえご参加 
　ください。 



◆乳幼児 
　健診　２月 

平成21年２月１日号　広報ゆりほんじょう 14

問い合わせ先問い合わせ先 
　健康管理課健康管理課 
（本荘保健センター内☎22－1834） 
または各総合支所福祉保健課各総合支所福祉保健課へ 

２月の診療日と予定当番医師 

１日㈰ 
８日㈰ 
11日㈬ 
15日㈰
22日㈰

作左部　　　昇 
伊　藤　伸　一 
前　原　巳知夫 
村　田　　　誠 
菊　池　四　郎 

日 医　師　名 
※成分献血は、１時間ほどの時間がかかりますので、事前に予約をお願い 
　しております。予約・問い合わせは、当該地域の保健センターまたは福 
　祉保健課へお願いします。 

場         　　所 時　　間 日 備　考 

成分献血 

全血献血 

＊母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。 
＊3歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行ってきてください。 
＊本荘地域の７カ月児健診は、個別健診となります。 
＊事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。 
＊当日受診できない場合および不明な点は当該地域の保健センターまたは福祉保健課へご相談ください。  

実施日 対象地域 事　業　名 対　　　象　　　者 受け付け時間 実施場所 

全血献血 

問い合わせ先 
　健康管理課 
（本荘保健センター内☎22－1834） 
または各総合支所福祉保健課へ 

※当番医師は変更になる場合もあり 
　ます。 
※お薬手帳をお持ちの方は提示して 
　ください。 
　問い合わせ先…本荘由利広域休日 
　応急診療所（堤脇45：☎24－3917） 
　平日は福祉保健部健康管理課（本 
　荘保健センター☎22－1834） 

▽
 

献  血　ご協力ください　－２月献血日程－ 

４日㈬ 

５日㈭ 

16日㈪ 

20日㈮

全血献血 

日 対象地域 対　象　者 受け付け時間 会場 

◆ポリオの予防接種　２月 

27日㈮ 本荘・西目 平成20年4月～7月生まれ 13:00～14:00 本荘保健センター 

※ポリオワクチンは急性灰白髄炎（小児マヒ）を予防するワクチンです。41日以上の間隔 
　をおいて２回接種する予防接種です。 
※今回の対象年月を越えてもまだ２回目を接種していない方は受けられます。 
※予防接種の間隔や、ワクチンの数量などの制限がありますので、お住まいの地域で接種 
　してください。 
※詳しくは、当該地域の保健センターまたは福祉保健課へお問い合わせください。 
 

10:00～12:00 
13:00～16:30 
10:00～12:00 
13:30～15:00 
15:30～16:30 

14:30～16:00 
 10:00～12:00 

14:30～16:00

由利本荘市役所 

ＪＡ秋田しんせい本店 
小林工業㈱
鳥海プラント㈱

東由利総合支所 
 
矢島総合支所 
ＴＤＫ由利本荘㈱矢島 

４日㈬
 
 

５日㈭ 
 

10日㈫ 
 

13日㈮

16日㈪
18日㈬
20日㈮
24日㈫
 
 

25日㈬ 
 
 

26日㈭
27日㈮

大　　内 
 

本　　荘 

岩　　城 
 

由利・東由利 
矢島・鳥海 

 
西　　目 
 

本　　荘 
本　　荘 
西　　目 
由利・東由利 
本　　荘 
 

岩　　城 
 

大　　内 
本　　荘 
矢島・鳥海 

４･７･10カ月児健診 
 
１歳６カ月児健診 
１歳６カ月児健診 
３歳児健診 
２歳児歯科健診 
３歳児健診 
 
４･７･10カ月児健診 
 
２歳児歯科健診 
３歳児健診 
２歳児歯科健診 
４･７･10カ月児健診 
４カ月児健診 
 
４･７･10カ月児健診 
 
２歳児歯科健診 
10カ月児健診 
４･７･10カ月児健診 

平成20年９月９日～10月４日生まれ 
平成20年６月９日～７月４日生まれ 
平成20年３月９日～４月４日生まれ 
平成19年７月生まれ 
平成19年５月21日～８月５日生まれ 
平成17年６月・７月・８月生まれ 
平成18年７月・８月・９月生まれ 
平成17年７月・８月・９月生まれ 
平成20年９月17日～10月13日生まれ 
平成20年６月17日～７月13日生まれ 
平成20年３月17日～４月13日生まれ 
平成18年11月生まれ 
平成17年８月生まれ 
平成18年４月・５月・６月生まれ 
平成20年４月・７月・10月生まれ 
平成20年10月生まれ 
平成20年９月23日～10月31日生まれ 
平成20年６月23日～７月31日生まれ 
平成20年３月23日～４月30日生まれ 
平成18年７月13日～10月25日生まれ 
平成20年４月生まれ 
平成20年４月・７月・10月生まれ 

12:40～12:50 
12:50～13:00 
13:00～13:10 
13:00～13:30 

13:00～13:30  
12:45～13:00 
13:00～13:15 
 
12:30～12:50 
 
13:00～13:30 
13:00～13:30 
  9:00～  9:20 
12:45～13:00 
13:00～13:30 
 
13:00～13:30 
 
12:40～13:00 
13:00～13:30 
13:00～13:15

大内保健センター 
 
本荘保健センター 

岩城保健センター  
由利福祉保健センター 
矢島保健センター 
 
西目保健センター 
 
本荘保健センター 
本荘保健センター 
西目保健センター 
由利福祉保健センター 
本荘保健センター 
 
岩城保健センター 
 
大内保健センター 
本荘保健センター 
矢島保健センター 

事業主の方々へ～『心の健康等緊急巡回相談事業』を開催します 
　とき　２月３日㈫、３月３日㈫午前10時～午後５時 
　場所　由利本荘保健所　　※相談無料 
　内容　ＮＰＯ法人蜘蛛の糸の相談員が独自のノウハウに基づき、
　日々の事業活動の中で直面している困難や悩みにアドバイス
　を行います。併せて保健所による心の健康などの相談も実施
　します。　※助成金や融資等の資金相談ではありません。 
　申し込み・問い合わせ先　※前日までに事前予約（先着順） 
　ＮＰＯ法人蜘蛛の糸（秋田市大町3-2-44協働大町ビル3Ｆ）  
　☎018－853－9759　　ＨＰ http://www.akita21.com/kumo/

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

本
荘
地
域
の 

３
歳
児
健
診
で 

子
ど
も
た
ち
の 

表
情
を
パ
チ
リ 

!!

      

　
平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、
由

利
本
荘
市
に
居
住
し
（
住
民
登
録

の
有
無
を
問
わ
ず
）
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。 

①
事
業
者
な
ど 

　
平
成
20
年
中
に
営
業
・
農
業
・

そ
の
他
の
事
業
を
営
ん
だ
方
や
不

動
産
・
雑
・
譲
渡
・
一
時
所
得
な

ど
が
少
し
で
も
あ
っ
た
方 

②
給
与
所
得
者 

○
給
与
以
外
に
、
農
業
・
不
動
産

　
所
得
な
ど
他
の
所
得
が
あ
っ
た

　
方
（
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万

　
円
以
下
の
た
め
、
所
得
税
の
確

　
定
申
告
が
不
要
な
場
合
で
も
、

　
市
・
県
民
税
の
申
告
は
必
要
で

　
す
） 

○
給
与
所
得
の
み
の
方
で
も
、
平

　
成
20
年
途
中
で
就
職
や
退
職
を

　
す
る
な
ど
、
２
カ
所
以
上
の
事

　
業
所
か
ら
給
与
を
受
け
た
方
で

　
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
方 

○
給
与
の
年
収
が
、
２
千
万
円
を

　
超
え
る
方 

○
２
月
２
日
ま
で
に
、
勤
務
先
の

　
事
業
所
か
ら
市
税
務
課
に
「
給

　
与
支
払
報
告
書
」
が
提
出
さ
れ

　
な
か
っ
た
方 

※
確
定
申
告
が
不
要
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
も
、医
療
費
控
除
、住
宅
ロ
ー
ン 

③
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者 

　
所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

る
方
や
、
社
会
保
険
料
・
生
命
保

険
料
・
地
震
保
険
料
・
配
偶
者
控

除
・
扶
養
控
除
な
ど
を
受
け
よ
う

と
す
る
方 

④
そ
の
他 

　
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
方 

 

      

○
平
成
20
年
中
の
所
得
が
給
与
の

　
み
の
方
で
、
勤
務
先
で
年
末
調

　
整
を
終
え
、
給
与
支
払
報
告
書

　
が
市
税
務
課
に
提
出
さ
れ
た
方 

○
所
得
が
全
く
な
く
、
家
族
な
ど

　
の
扶
養
と
な
っ
て
い
た
方 

     

■
贈
与
税
の
申
告
も
お
忘
れ
な
く 

　
一
年
間
に
110
万
円
を
超
え
る
現

金
な
ど
の
財
産
を
も
ら
っ
た
方

は
、
２
月
１
日
か
ら
３
月
16
日

ま
で
の
間
に
申
告
が
必
要
で
す
。 

■
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
は 

　
譲
渡
所
得
と
な
り
、
申
告
が
必

要
で
す
。
た
だ
し
、
マ
イ
ホ
ー
ム

を
売
っ
た
と
き
や
買
い
換
え
を
し

た
と
き
な
ど
は
、
一
定
の
要
件
の

も
と
に
課
税
の
軽
減
特
例
が
受
け

ら
れ
ま
す
。 

■
償
却
資
産
の
申
告
も
忘
れ
ず
に 

　
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
申
告
書

を
送
付
済
み
で
す
が
、
未
提
出
の

方
や
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、市
税
務
課
資
産
税
班（
☎

24
―
６
３
０
４
）
ま
で
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

    

■
農
業
所
得
の
計
算 

　
簡
易
計
算
が
廃
止
さ
れ
、
す
べ

て
の
方
が
「
収
入
」
か
ら
「
経
費
」

を
引
い
て
所
得
を
算
出
す
る
「
収

支
計
算
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
農

林
産
物
販
売
金
額
内
訳
書
」
な
ど

収
入
の
分
か
る
も
の
、
支
払
っ
た

各
種
領
収
書
な
ど
農
業
に
関
す
る

経
費
の
分
か
る
資
料
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
そ
れ
ら
の
収
入
・
経
費

を
収
支
内
訳
書
の
項
目
ご
と
に
集

計
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

  

　
住
民
税
に
お
け
る
寄
附
金
控
除

が
、
こ
れ
ま
で
の
「
所
得
控
除
方

式
」
か
ら
「
税
額
控
除
方
式
」
に

変
わ
り
、
控
除
対
象
と
な
る
額
も

拡
充
さ
れ
ま
す
。 

 

住
民
税
に
お
け
る
寄
附
金
控
除
の 

 

対
象
と
な
る
寄
附
金
の
範
囲 

○
都
道
府
県
ま
た
は
市
区
町
村
に

　
対
す
る
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
） 

○
共
同
募
金
会
に
対
す
る
寄
附
金 

○
日
本
赤
十
字
社
に
対
す
る
寄
附

　
金 

○
県
ま
た
は
市
条
例
に
よ
り
指
定

　
し
た
寄
附
金 

　
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
は
、

寄
附
金
の
領
収
書
を
申
告
時
に
ご

持
参
く
だ
さ
い
。 

      

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
所
得
税
か

ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
引
き
き
れ

な
か
っ
た
方
は
「
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
申
告
書
」
を
提
出

す
る
こ
と
で
、
そ
の
部
分
を
翌
年

度
の
市
・
県
民
税
か
ら
控
除
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
の
あ

る
方
で
、
平
成
11
年
か
ら
18
年
に

入
居
し
た
方
が
対
象
で
す
。 

　
平
成
21
年
１
月
１
日
に
お
住
ま

い
の
市
区
町
村
ま
た
は
税
務
署
へ

３
月
15
日
（
平
成
21
年
は
３
月
16

日
）
ま
で
に
、
申
告
書
の
提
出
が

必
要
で
す
（
申
告
書
は
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
適
用
を
受
け
て
い
る
限

り
、
毎
年
提
出
が
必
要
で
す
）
。 

　
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
と
さ
れ

な
い
方
で
は
申
告
書
の
様
式
が
違

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
申
告
書
は
市
税
務
課
・
各
総
合

支
所
税
務
班
、
税
務
署
の
窓
口
に

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。 

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は 

申
告
を
し
な
く
て
も
い
い
の
は 

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る
方
へ 

申
告
に
関
す
る
注
意 

寄
附
金
控
除
が
改
正
さ
れ
ま
す 

※
日
程
の
詳
細
は
、
総
合
支
所
だ
よ
り
な
ど
で 

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
個
人
事
業
者
の
消
費
税 

　
の
申
告
期
限
は
、
３
月
31
日（
火
）で
す
。 

※
た
だ
し
、
前
記
の
枠
内
で
も
示
し

て
い
る
通
り
、
申
告
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、

確
定
申
告
を
す
る
こ
と
で
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
還
付
申
告
を
す
る
場
合
は
、
給
与

以
外
の
所
得
額
の
合
計
が
20
万
円
以

下
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
含
め
て
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 



        

　
専
門
知
識
を
深
め
ま
せ
ん
か
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▽
出
願
期
間
　
２
月
２
日（
月
）〜
27

　
日（
金
） 

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
（
☎

　
27
―
２
０
０
０
）
、
秋
田
キ
ャ
ン

　
パ
ス
（
☎
０
１
８
―
８
７
２
―
１

　
５
３
４
） 

  

　
県
で
は
、
地
域
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
個
人
・
団
体
・
行
政
が
知
り

合
い
、
気
軽
に
情
報
交
換
・
意
見
交

換
し
交
流
す
る
機
会
を
定
期
的
に
設

け
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
の
参

加
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

▽
対
象
　
地
域
活
動
や
市
民
活
動
に

　
興
味
が
あ
る
方
・
団
体
（
※
実
際

　
の
活
動
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
） 

▽
と
き
　
毎
月
第
３
木
曜
日
　
午
後

　
６
時
〜
８
時
こ
ろ 

▽
と
こ
ろ
　
県
由
利
地
域
振
興
局
内

　
会
議
室 

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
県
由
利
地
域
振
興
局
　
地
域
企
画

　
課
雇
用
支
援
・
県
民
班
（
☎
22
―

　
５
４
３
２
） 

※
会
場
や
資
料
準
備
の
都
合
上
な
る

　
べ
く
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
こ
れ
ま
で
の
活
動
は
、
県
由
利
地

　
域
振
興
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
か

　
だ
ろ
サ
ロ
ン
ゆ
り
」 

（http://www.pref.akita.lg.jp/yuri-

　sou/

）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

    

　
犯
罪
や
事
故
な
ど
に
遭
わ
れ
た
被

害
者
と
そ
の
家
族
の
方
々
へ
の
支
援

活
動
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。 

▽
募
集
す
る
支
援
員
　
約
10
人 

▽
応
募
資
格
　
年
齢
20
歳
以
上
の
心

　
身
と
も
に
健
康
な
方
（
平
成
21
年

　
１
月
１
日
現
在
。
性
別
不
問
）
で

　
活
動
に
必
要
な
知
識
、
技
術
取
得

　
の
た
め
の
研
修
を
受
け
る
こ
と
が

　
で
き
る
方 

▽
募
集
期
間
　
２
月
１
日（
日
）〜
３

　
月
16
日（
月
） 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　（
社
）秋
田
被
害

　
者
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
☎
０

　
１
８
―
８
８
７
―
７
６
０
５
） 

※
応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

   

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
広
域
通
信
制

高
等
学
校
お
よ
び
生
涯
学
習
通
信
講

座
の
学
生
・
受
講
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
無
料
の
案
内
書
・
願
書
を
ご

請
求
く
だ
さ
い
。 

▽
募
集
内
容
　
①
高
等
学
校
普
通
科

　
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
を
利
用
し
て
３

　
年
で
高
校
卒
業
資
格
取
得
）
、
②

　
生
涯
学
習
通
信
講
座
（
趣
味
か
ら

　
資
格
ま
で
全
200
コ
ー
ス
以
上
） 

▽
募
集
期
間
　
①
〜
４
月
20
日（
月
）

　
ま
で
、
②
通
年
申
し
込
み
受
け
付

　
け 

▽
案
内
請
求
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　（
☎
０
１
２
０
―
０
６
―
８
８
８

　
１
） 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　（
☎
０
４
２
―
５
７
２
―
３
１
５

　
１
） 

        

●
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談（
要
予
約
） 

▽
と
き
　
２
月
の
毎
週
木
曜
日
　
午

　
後
１
時
15
分
〜
５
時 

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室 

●
行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談 

▽
と
き
　
２
月
10
日（
火
）午
前
10
時

　
〜
午
後
３
時 

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
第
５
会
議
室 

●
消
費
生
活
相
談 

▽
と
き
　
毎
日
　
午
前
10
時
〜 

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室 

●
公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談（
要
予
約
） 

▽
と
き
　
２
月
19
日（
木
）午
前
９
時

　
30
分
〜
正
午 

▽
と
こ
ろ
　
広
域
行
政
セ
ン
タ
ー
第

　
５
会
議
室 

●
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談（
要
予
約
） 

▽
と
き
　
２
月
９
日（
月
）午
前
10
時

　
〜
午
後
３
時 

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
第
６
会
議
室 

▽
受
け
付
け
　
２
月
４
日（
水
）午
前

　
８
時
30
分
〜 

※
右
記
日
時
以
外
の
相
談
に
つ
い
て

　
は
、
各
総
合
支
所
市
民
課
、
市
民

　
相
談
室
の
職
員
が
対
応
し
て
い
ま

　
す
。 

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
市
民
相
談
室（
☎
24
―
６
２
５
１
） 

   

　
人
権
思
想
の
普
及
・
高
揚
を
図
る

た
め
、
無
料
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

▽
と
き
　
２
月
26
日（
木
）午
前
10
時

　
〜
午
後
３
時 

▽
と
こ
ろ
　
善
隣
館
（
由
利
地
域
） 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
地
方
法
務

　
局
本
荘
支
局（
☎
22
―
１
２
０
０
） 

  

▽
と
き
・
と
こ
ろ
　
①
２
月
５
日

　（
金
）・
ウ
ッ
デ
ィ
ホ
ー
ル
「
こ
だ

　
ま
」
、
北
内
越
公
民
館
、
松
ヶ
崎

　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
②
２
月
６

　
日（
土
）・
子
吉
公
民
館
、
小
友
公

　
民
館
、
南
内
越
公
民
館 

（
※
両
日
と
も
に
午
後
１
時
30
分
〜

　
３
時
30
分
） 

▽
内
容
　
生
活
上
の
諸
問
題
、
子
ど

　
も
の
養
育
上
の
諸
問
題
、
そ
の
ほ

　
か
心
配
な
こ
と
（
※
予
約
不
要
） 

▽
相
談
員
　
亀
山
恭
子
さ
ん
、
菊
地

　
新
一
さ
ん
、
須
藤
正
喜
さ
ん
、
高

　
橋
昇
さ
ん
、
田
口
恭
子
さ
ん
、
小

　
番
功
さ
ん 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協

　
議
会
本
荘
支
所（
☎
24
―
３
６
３
４
） 

  

　
本
荘
調
停
協
会
主
催
に
よ
る
無
料

調
停
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
民
事
、
家
事
調
停
委
員
が
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。 

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
予
約
は
受

け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。 

▽
と
き
　
２
月
20
日（
金
）午
前
10
時

　
〜
午
後
３
時 

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
簡
易
裁
判
所
２
階

　
会
議
室 

▽
内
容
　
金
銭
、
土
地
、
建
物
、
交

　
通
事
故
、
家
庭
（
夫
婦
、
親
子
関

　
係
、
離
婚
、
相
談
）
の
問
題
な
ど 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
本
荘
調
停
協
会

　
事
務
局
（
☎
22
―
３
９
１
６
） 

 

          

　
４
月
16
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
市

長
選
挙
、
お
よ
び
同
時
に
執
行
す
る

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
立
候
補
届

出
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、
次
に
よ

り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
立

候
補
予
定
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
は

ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

▽
と
き
　
２
月
20
日（
金
） 

　
市
長
選
挙
／
午
前
10
時 

　
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
／
午
後
１

　
時
30
分 

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
４
階
「
正
庁
」 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
選
挙
管
理
委

　
員
会
事
務
局（
☎
24
―
６
３
９
０
） 

   

▽
と
き
　
２
月
20
日（
金
）〜
22
日

　（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

（
※
20
日（
金
）は
午
後
１
時
〜
） 

▽
と
こ
ろ
　
西
目
公
民
館
シ
ー
ガ
ル 

▽
受
講
資
格
　
15
歳
以
上
で
全
日
程

　
参
加
で
き
る
方
（
基
礎
講
習
修
了

　
者
は
２
日
目
か
ら
の
受
講
可
） 

▽
講
習
内
容
　
救
急
法
概
論
、
心
肺

　
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
方
法
、
救

　
急
・
け
が
の
手
当
て
、
搬
送
、
救

　
護
な
ど 

▽
募
集
人
員
　
30
人 

▽
教
材
費
　
３
千
円 

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
市
福
祉
支
援
課
（
☎
24
―
６
３
１

　
５
）
、
日
本
赤
十
字
社
秋
田
県
支

　
部
（
☎
０
１
８
―
８
６
４
―
２
７

　
３
１
） 

        

　
詳
細
は
、
本
紙
１
月
15
日
号
８
�

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
税
務
課
（
☎

　
24
―
６
３
０
１
） 

　とき　3月22日（日）午前10時～開会式 
　ところ　水林競技場 
　種目【小学生】男子・女子２㌔ 
　【中学生】男子４㌔、女子３㌔ 
　【高校生】男子４㌔・８㌔、女子４㌔ 
　【一般男子】（49歳以下）４㌔・８㌔ 
　【一般女子】（年齢制限なし）４㌔ 
　【壮年男子Ａ】（50歳代）４㌔ 
　【壮年男子Ｂ】（60歳以上）４㌔ 
　参加料　小・中学生…1,000円 
　　　　　高校生・一般…2,000円 
　申し込み締め切り　２月20日（金） 

問い合わせ先 
　市教育委員会スポーツ振興課（☎24－6183） 

▽
 
▽
 

▽
 ▽
 ▽
 

ペ
ー 

ジ 

　共済期間　４月１日～22年３月31日 
　加入できる方　本市に在住し住民登録している
　方（外国人登録者を含む） 
　共済内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【奨学援護金もあります】 
　交通災害・不慮の災害の遺児に対し、高校卒業
まで一人につき、月額5,000円 
　加入受付場所　市交通防災課、各総合支所市民
　課、出張所、南内越公民館、秋田銀行・北都銀
　行・秋田ふれあい信用金庫・羽後信用金庫の県
　内全店舗 
※詳細は受付場所へ備え付けの加入申込書をご覧
　ください。 

問い合わせ先　市交通防災課（☎24－6254） 
　　　　　　　各総合支所市民課 

区　分 掛け金 共　済　内　容 
死　　亡 
後遺障害 
入　　院 
通　　院 
死　　亡 
後遺障害 
入　　院 
通　　院 

100万円 
50～100万円 
１日2,000円 
１日800円 
60万円 

30～60万円 
１日1,100円 

対象外 

交 通 災 害  

不慮の災害 

400円 
（小学１年 
生は無料） 

600円 

10月 11月 12月 

2,600 
2,500 
2,400 
2,300 
2,200 
2,100 
2,000 
1,900 
1,800

（単位：t） 

10月 11月 12月 

340 

320 

300 

280 

260 

240

資源ごみ年度別搬入比較表 （単位：t） 

■ 
■ ■ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

▲ 

▲ 
▲ 

■ 

■ 

■ 

◆ ◆ 
▲ 

▲ 

◆ 
■ 
▲ 

20年度 
19年度 
18年度 

◆ 
■ 
▲ 

20年度 
19年度 
18年度 

生活の中で出る紙類を
リサイクルすることで燃
えるごみの量が減ります 

ごみ減らしのポイント 
リデュース 
 
リユース 
 
リサイクル 

3ヶ月間で対18年度は、 
11.6％の減少となって 
います（832t減少） 

▲ 
発生抑制 
ごみを減らす 
再利用 
繰り返し使う 
再生使用 
資源として 
再利用する 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 



   
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
除
く
市
が
所
有

し
て
い
る
バ
ス
は
、
合
併
前
か
ら

「
福
祉
バ
ス
」
「
研
修
バ
ス
」
「
公
民

館
バ
ス
」
と
し
て
各
地
域
で
運
行
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
管
理
・

運
行
の
形
態
に
違
い
が
あ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
不
便
を

お
か
け
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
４
月
か
ら
「
市
所
有
バ
ス
」
と

し
て
形
態
、運
行
基
準
な
ど
を
統
一

し
、
よ
り
良
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
め
、
担
当
す
る
部
署
が
一

部
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
な
お
、
使
用
に
関
す
る
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
地
域
の
担

当
部
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
先 

●
本
荘
地
域
　
市
福
祉
支
援
課（
☎

　
24
―
６
３
１
４
） 

●
本
荘
以
外
の
地
域
　
各
総
合
支
所

　
振
興
課 

   

▽
と
き
　
２
月
18
日（
水
） 

・
法
廷
傍
聴
／
午
前
10
時
30
分
〜
11

　
時
30
分 

・
説
明
会
／
午
前
11
時
30
分
〜
正
午 

▽
と
こ
ろ
　
秋
田
地
方
裁
判
所
本
荘

　
支
部 

▽
内
容
　
刑
事
裁
判
の
法
廷
傍
聴
と

　
刑
事
裁
判
手
続
き
に
関
す
る
説
明

　
な
ど
（
※
法
廷
傍
聴
は
、
裁
判
の

　
な
い
と
き
は
映
画
の
視
聴
へ
変
更

　
に
な
り
ま
す
） 

▽
定
員
　
18
人 

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　 

　
秋
田
地
方
法
裁
判
所
本
荘
支
部
庶

　
務
係
（
☎
22
―
３
９
１
６
） 

※
な
お
、
当
裁
判
所
で
は
毎
月
第
３

　
水
曜
日
に
定
期
的
に
法
廷
傍
聴
兼

　
説
明
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。 

   

　
平
成
20
年
６
月
に
東
京
・
秋
葉
原

で
発
生
し
た
刃
物（
ダ
ガ
ー
ナ
イ
フ
）

使
用
無
差
別
殺
傷
事
件
を
受
け
、
刃

渡
り
が
5.5
�
以
上
15
�
未
満
の
剣
が

新
た
に
所
持
禁
止
の
対
象
と
な
り
ま

し
た
。 

　
今
回
規
制
と
な
る
刃
物
は
、
ダ
ガ

ー
ナ
イ
フ
の
み
に
限
ら
ず
、
左
右
均

整
の
形
状
を
し
た
諸
刃
の
鋼
質
性

の
刃
物
で
先
端
部
が
著
し
く
鋭
い

も
の
で
す
（
ダ
イ
バ
ー
ズ
ナ
イ
フ
、

ス
ロ
ー
イ
ン
グ
ナ
イ
フ
な
ど
の
名
称

で
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
み
ま

す
）。 

　
現
在
所
持
し
て
い
る
方
は
、
猶
予

期
間
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
７
月

４
日
ま
で
に
最
寄
り
の
警
察
署
に
廃

棄
依
頼
と
し
て
提
出
す
る
か
、
刀
剣

類
が
所
持
で
き
る
輸
出
業
者
な
ど
に

譲
渡
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
そ
の
ま
ま
所
持
し
ま
す
と
不
法
所

持
と
な
り
ま
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
由
利
本
荘
警
察

　
署
（
☎
23
―
４
１
１
１
） 

  

▽
と
き
　
２
月
20
日（
金
）午
後
２
時

　
〜
３
時
30
分 

▽
と
こ
ろ
　
西
目
公
民
館
シ
ー
ガ
ル 

▽
講
師
　
秋
田
県
民
俗
学
会
副
会
長

　
齊
藤
壽
胤
さ
ん 

▽
入
場
料
　
無
料
（
※
ど
な
た
で
も

　
お
気
軽
に
ご
聴
講
く
だ
さ
い
） 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
文
化
財
保
護

　
団
体
連
合
会
（
市
教
育
委
員
会
文

　
化
課
内
☎
24
―
６
２
８
８
） 

  

▽
と
き
　
２
月
21
日
（
土
）
、
28
日

　（
土
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
文
化
会
館
地
階
会

　
議
室 

▽
内
容
　
太
極
拳
の
初
歩
を
学
び
ま

　
す
（
※
実
技
練
習
が
あ
る
の
で
、

　
当
日
は
運
動
で
き
る
服
装
と
ズ
ッ

　
ク
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
） 

▽
講
師
　
日
本
武
術
太
極
拳
連
盟
公

　
認
Ｂ
級
指
導
員
　
佐
々
木
ゆ
か
り

　
さ
ん 

▽
定
員
　
20
人
（
※
定
員
に
な
り
次

　
第
締
め
切
り
ま
す
） 

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
本
荘
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
22

　
―
２
０
７
７
） 
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・
第
９
回
北
東
北
「
川
・
水
環
境
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
〜
正
午 

・
由
利
本
荘
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
時
〜
17
時 

・
鶴
舞
小
学
校
器
楽
部
　
は
ば
た
き
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
14
時
〜
15
時 

・
本
荘
由
利
中
学
校
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
　
２
年
生
の
部 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
時
〜
17
時 

・
由
利
本
荘
地
区
交
通
安
全
協
会
総
会
　
14
時
〜
16
時 

・
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
　
Ｕ
12
　
８
時
〜
21
時 

・
第
６
回
伊
藤
ピ
ア
ノ
教
室
発
表
会   

13
時
30
分
〜
16
時 

・
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
　
Ｕ
11
　
８
時
〜
18
時 

・
由
利
本
荘
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
賞
式
　
10
時
〜
正
午 

・
新
山
小
学
校
吹
奏
楽
部
　
第
７
回
松
ぼ
っ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
　
　
　
開
場
13
時
　
開
演
13
時
30
分
〜
15
時
30
分 

・
ク
ラ
ブ
対
抗
卓
球
大
会
（
一
般
の
部
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
時
〜
20
時 

・
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」
10
時
〜
正
午 

・
太
極
拳
入
門
　
10
時
〜
11
時
30
分 

　
　
　
　
　
（
場
所
／
本
荘
文
化
会
館
地
階
会
議
室
） 

・
入
学
お
め
で
と
う
大
会 

　
　
　
　
　
　
　
開
場
13
時
　
開
演
13
時
30
分
〜
15
時 

・
ク
ラ
ブ
対
抗
卓
球
大
会
（
小
中
学
生
の
部
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
時
〜
21
時 

・
ア
ク
ア
パ
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の
ま
ち
市
場
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
〜
正
午
　
無
料 

・
ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分
　
登
録
料
あ
り 

・
協
会
長
杯
　
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
時
〜
15
時 

・
総
合
体
育
館
休
館
日 

・
建
国
記
念
の
日 

・
総
合
体
育
館
休
館
日 

・
ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
18
時
30
分
〜
20
時
　
登
録
料
あ
り 

・
太
極
拳
入
門
　
10
時
〜
11
時
30
分 

　
　
　
　
　
（
場
所
／
本
荘
文
化
会
館
地
階
会
議
室
） 

・
鶴
舞
小
学
校
　
６
年
生
を
送
る
音
楽
会 

　
　
　
開
場
８
時
30
分
　
開
演
８
時
50
分
〜
11
時
30
分 

・
由
利
本
荘
市
社
会
人
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会 

　
　
　
　
　
　
　
〜
３
月
１
日
（
日
）
　
８
時
〜
17
時 

       

▽
と
き
　
２
月
11
日（
水
・
祝
）午
前

　
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分 

▽
と
こ
ろ
　
天
鷺
村 

▽
内
容
　
民
謡
シ
ョ
ー
、
む
か
し
な

　
つ
か
し
屋
台（
う
ち
わ
も
ち
・
軍
艦

　
焼
き
）、も
ち
つ
き
、親
子
体
験
コ

　
ー
ナ
ー（
竹
と
ん
ぼ
作
り
）、雪
玉

　
で
行
う
的
当
て（
景
品
付
き
）な
ど 

            

同
日
開
催  

◇
天
鷺
ぜ
ん
ま
い
織
展 

　
第
47
回
県
工
芸
家
協
会
展
で
工
芸

大
賞
を
受
賞
し
た
高
野
利
津
さ
ん

（
岩
城
亀
田
大
町
）
の
作
品
と
、
第

４
回
市
米
ま
つ
り
工
芸
品
展
で
市
議

会
議
長
賞
を
受
賞
し
た
山
崎
智
子
さ

ん
（
岩
城
亀
田
大
町
）
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
先 

　
天
鷺
村
（
☎
74
―
２
５
２
５
） 

             

①
雪
も
の
が
た
り
２
０
０
９ 

▽
と
き
　
２
月
15
日
（
日
）
午
前
10

　
時
〜 

▽
と
こ
ろ
　
道
の
駅
東
由
利 

▽
内
容
　
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
同
乗
体

　
験
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
わ
ん
ぱ

　
く
雪
上
ゲ
ー
ム
王
決
定
戦
、
も
ち

　
つ
き
体
験
＆
サ
ー
ビ
ス
、
そ
ば
打

　
ち
教
室
（
事
前
申
し
込
み
必
要
）、

　
雪
で
作
っ
た
ミ
ニ
灯
籠
の
点
灯
、

　
雪
上
花
火
大
会
な
ど 

           

▽
参
加
者
募
集
　
そ
ば
打
ち
体
験

　（
午
前
10
時
〜
正
午
）
先
着
８
組
、

　
参
加
料
千
円 

  

②
雪
上
野
球
Ｗ
杯
東
由
利
大
会 

▽
と
き
　
２
月
22
日
（
日
）
午
前
９

　
時
〜 

▽
と
こ
ろ
　
東
由
利
野
球
場 

▽
内
容
　
特
別
ル
ー
ル
で
行
う
第
17

　
回
雪
上
野
球
大
会 

▽
参
加
者
募
集
　
職
場
で
、学
校
で
、

　
有
志
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
女
性
、
小
・
中
学
生
も
大
歓
迎
！ 

　（
参
加
料
１
チ
ー
ム
５
千
円
） 

            

③
雪
山
八
塩
登
山 

　
標
高
713
　
の
八
塩
山
に
登
り
ま
す
。 

▽
と
き
　
３
月
８
日（
日
）（
東
由
利

　
総
合
支
所
へ
午
前
９
時
集
合
） 

▽
と
こ
ろ
　
八
塩
山 

▽
参
加
者
募
集
　
積
雪
２
　
！
雪
山

　
の
八
塩
山
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

　
下
山
後
は
黄
桜
温
泉
で
お
楽
し
み

　
く
だ
さ
い
。
（
参
加
料
600
円
） 

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市

　
観
光
協
会
東
由
利
支
部
（
東
由
利

　
総
合
支
所
産
業
課
内
☎
69
―
２
１

　
１
６
） 

  

※
そ
の
ほ
か
の
行
事
に
つ
い
て
は 

　  

本
紙
12
�
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

セ
ン 

チ 

セ
ン 

チ 

ペ
ー 

ジ 

メ
ー
ト
ル 

メ
ー
ト
ル 



＜１月１日～15日受け付け分＞

※3月1日号に掲載希望の原稿は2月13日（金）が締め 
切りです。紙面の都合などにより、要点を抜粋して 
掲載する場合があります。

■ダンスパーティーを開催します
　とき…２月15日㈰午後１時45分～４時
　ところ…にかほ市「むらすぎ荘」
　会費…1,500円（前売りおよび予約には抽選券付き）
　予約・お問い合わせ…竹内さん 
　　　　　　　　（☎090－3363－9263）
■「ひなた」のつどいを行います
　対象…ひきこもりなど、人付き合いに
　足踏みしている若い人
　とき…２月６日㈮、20日㈮午後１時30
　分～４時30分　　　会費…50円
　ところ…本荘勤労青少年ホーム
　お問い合わせ…三浦さん（☎23－2192）
■太極拳講習会～無料～
 直接会場へお越しください。午前の部
（午前９時30分～11時30分）、午後の部（午
後１時30分～３時30分）
　とき…２月の毎週日・月曜日～午後の
　部、毎週火・水・木・金・土曜日～午前の部
　ところ…ポンパル（日・月・火・金曜
　日）、鶴舞会館（木・土曜日）、砂子
　下コミュニティセンター（火曜日）
　お問い合わせ…由利本荘市太極拳協会
　佐々木さん（☎080－3194－9916）

■「ゆり養ショップ」のお知らせ
　とき…２月14日㈯、15日㈰午前10時～
　午後３時
　ところ…イオンスーパーセンター本荘店
　内容…作業製品（陶芸、木工、紙すき、ビー
　ズなど）販売、学校紹介パネル展示など
　お問い合わせ…ゆり養護学校（☎27－2631）
■pippi mama club（ピッピ ママ クラブ）
　とき…２月９日㈪午前10時～11時
　対象…マタニティーママと１歳未満の赤ちゃんとママ
　内容…保健師さんを囲んで赤ちゃんと
　ママのことについてお話しましょう／赤
　ちゃんとママのための読み聞かせ
　ところ・お問い合わせ…本荘幼稚園（☎22－3116）
■本荘由利地区高校演劇自主公演
　とき…２月15日㈰（入場無料）開場：
　午後０時30分、開演：午後１時
　ところ…西目公民館「シーガル」
　内容…①本荘高校・仁賀保高校合同上演
　「七夕」、②由利高校「Blue Sunrise 」 
　お問い合わせ…本荘高校演劇部顧問　
　齊藤先生（☎22－0832）
■外国の方を対象にした「ひなまつり交
　流会」を開催します
　とき…３月１日㈰午前10時30分～午後
　２時30分　　　ところ…鶴舞会館
　対象…本市、にかほ市在住の外国人とその
　家族　　　参加費…500円（小学生以下無料）
　申し込み・お問い合わせ…２月15日㈰
　まで「わぴえ」中村さん（☎22－3078）

小　松　のぞみちゃん（政彦さん）下大野
　　橋　あさみちゃん（慎太郎さん）一番堰
伊　藤　柊　生ちゃん（和也さん）薬師堂
　　橋　優　奈ちゃん（ 亨 さん）水林
能登屋　　　晄ちゃん（雄大さん）花畑町
　　山　琉　輝ちゃん（佳樹さん）川口
小　杉　彩　花ちゃん（誠喜さん）万願寺
佐　　　鈴　音ちゃん（ 忍 さん）石脇
小笠原　寧　々ちゃん（ 元 さん）川口
長谷川　梨　乃ちゃん（ 昇 さん）石脇

佐々木　一　汰ちゃん（裕治さん）御門
長　坂　浬　央ちゃん（拓也さん）石脇
齋　藤　　　湊ちゃん（祐介さん）石脇
下　山　陽　大ちゃん（雅也さん）赤沼町
原　田　政　樹ちゃん（和幸さん）前郷
正　木　悠　斗ちゃん（ 大 さん）黒沢
深　井　龍　馬ちゃん（龍一さん）岩谷麓
須　藤　　　新ちゃん（祐介さん）中田代
小　野　　　凜ちゃん（貴之さん）東由利舘合
小　野　さくらちゃん（明浩さん）東由利法内
佐　藤　優　音ちゃん（ 晶 さん）西目町海士剥
釜　台　真里菜ちゃん（ 悟 さん）西目町沼田
佐　藤　元　春ちゃん（ 寿 さん）西目町沼田

し

ゆ

りゅう
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ま
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■小型船舶講習会（国家試
　験免除）を開催します
 とき…２級小型船舶講習 
　会：２月７日㈯・８日㈰、
　１級小型船舶講習会：２
　月14日㈯・15日㈰
　ところ…西目公民館「シーガル」
　講習料…２級112,810円、
　１級134,100円、２級か
　ら１級への進級39,980円
　申し込み・お問い合わせ…
　ハーブワールドＡＫＩＴＡ
　　　　　（☎33－4150） 

△
△
△

△
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

■地域を元気にしたい学会 
　「ＮＰＯってなんだろう？」
　毎日のようにテレビ・新 
聞で報じられているＮＰＯ 
について、分かりやすく説 
明します。（参加無料）
　主催…ＮＰＯ法人矢島フ 
　ォーラム
　とき…２月21日㈯午前10 
　時～11時50分
※申し込み不要です。
　ところ・お問い合わせ… 
　矢島町青少年ホーム
　　　　　（☎56－2540）

■第６回ピアノなかよしク 
　ラブ、ピアノを弾けるよ 
　うになる会発表会～音楽 
　で心癒されるひとときを、 
　いかがですか？
　とき…２月15日㈰午後１ 
　時30分開演
　ところ…アクアパル多目 
　的ホール
　内容…ピアノ、歌、リコ 
　ーダー演奏
　お問い合わせ…伊藤さん 
　　　　　　（☎23-1768）

おくやみ申し上げます

＜１月１日～15日受け付け分＞
広報ゆりほんじょう
「 」

佐藤成美氏（旧矢島町功労者・矢島町立石） 
は、１月９日永眠されました。氏は、昭和53年 
から平成６年までの16年間にわたり旧矢島町教 
育委員を務められ、教育行政全般に尽力されま 
した。このほか、社会教育委員、文化財保護審 
議委員を歴任され、町民の社会教育および文化 
向上に貢献されました。平成７年矢島町教育功 
労者顕彰。81歳。

渡　邉　哲　良さん（64歳）雪車町
阿　部　産　平さん（92歳）玉ノ池
佐　藤　賢　治さん（84歳）西梵天
柴　田　正治郎さん（84歳）裏尾崎町
佐　藤　武　治さん（83歳）石脇
牧　野　夏　子さん（87歳）田町
小　田　晴次郎さん（91歳）鍛治町
中　村　く　にさん（88歳）石脇
佐　藤　モ　ヨさん（85歳）石脇
佐　藤　ミ　サさん（86歳）中梵天
荘　司　武　雄さん（85歳）石脇
齊　藤　タ　マさん（89歳）大鍬町
熊　谷　正　美さん（51歳）二番堰
小　松　勘　三さん（74歳）大簗 
渡　邊　英　夫さん（58歳）石脇
佐　藤　トクヱさん（85歳）上横町
井　島　キヨシさん（80歳）鮎瀬
伊　藤　ノブヱさん（99歳）赤田

佐　藤　コノヱさん（96歳）石脇
加賀谷　ツ　ヤさん（93歳）松ヶ崎
石　崎　秀　一さん（88歳）石脇
小　川　ハツヱさん（87歳）親川
畠　山　テツヨさん（79歳）水林
佐　藤　コ　トさん（85歳）矢島町七日町
三　浦　シ　ケさん（84歳）矢島町川辺
須　田　　久二さん（89歳）岩城亀田大町
池　田　カネヨさん（86歳）岩城亀田愛宕町
渡　部　幸太郎さん（67歳）小菅野
阿　部　　　實さん（78歳）西沢
土　田　ミ　ヨさん（83歳）土倉
齋　藤　ス　マさん（89歳）大倉沢
加　藤　忠　作さん（74歳）中俣
遠　藤　マスエさん（90歳）羽広
佐　藤　　　功さん（44歳）　岡
小　松　銀　市さん（83歳）小栗山
堀　　　格　彰さん（48歳）岩谷町
佐々木　銀次郎さん（94歳）新田
小　石　兼　二さん（85歳）深沢
太　田　ミ　ヱさん（89歳）東由利蔵
佐々木　弥太郎さん（80歳）西目町海士剥
後　藤　吉　治さん（85歳）西目町出戸
伊　庭　春之助さん（93歳）西目町出戸
佐　藤　幸　忠さん（63歳）西目町海士剥
余　目　小　八さん（94歳）西目町沼田
村　上　ヨ　リさん（79歳）鳥海町上川内
佐　藤　孫　六さん（82歳）鳥海町百宅
新　田　ヒトミさん（91歳）鳥海町下直根

■由利耕心大学講座受講生（学生）募集
　とき…４月～12月の毎月10日（祝日・土・
　日は変更有り）午前10時～午後３時（２
　講座）※開校式は４月10日㈮午前10時
　ところ…西目公民館「シーガル」
　講師…県内の大学教授、専門科目別の
　有識者、活躍している著名人など　
　科目…社会、政治、経済、教育、文化など
　対象…本市・にかほ市居住の50歳以上の
方
　申し込み・お問い合わせ…２月20日㈮
　まで事務局　森さん（☎33－3292）

 （在校生は、各地区理事までご連絡ください）
■第４回由利本荘市社会人フットサル大会
 チーム編成は企業・サークルなど自由
となっておりますのでご参加ください。
　とき…２月28日㈯、３月１日㈰)
　参加資格…平成20年４月１日で18歳以上（高
　校生は不可）※帯同審判を必ず２人帯同のこと
　申込期限…２月10日㈫先着28チーム
　参加料…3,000円（市社会人リーグ参加
　チームは免除）※抽選会で集金します。
　申し込み・お問い合わせ…市サッカー
　協会事務局木内さん（℡080-6008-6812、

　「市民伝言板」は、主
に公共施設で開催するグ
ループやサークル活動、
行事やお知らせにご利用
いただけます。市全域に
お知らせしたい場合にご
活用ください。
■原稿のお申し込みは
　電子メール、ファクシ
ミリ、直接当課に持参の
いずれかにより、掲載を
希望する号の締め切り日
まで必着で提出してくだ
さい。（締め切りは「市民
伝言板」のコーナーに記
載）連絡先（氏名・電話番
号・ファクス番号など）
を必ず明記してください。
※締め切り日は厳守して
　ください。
■掲載できない場合もあ
　ります
　「営利を目的とする催
し、またはこれに類する
もの」「発行日から3日以内
に開かれる行事」は掲載
できません。紙面の都合
などにより、要点を抜粋
して掲載する場合もあり
ますので、ご了承願いま
す。また、同一内容の再
掲依頼はご遠慮ください。
■ホームページにも掲載
　されます
　広報紙に掲載された情
報は、紙面をそのままデ
ータ化し、市ホームペー
ジにも掲載されます。
■広報広聴課からのお願い
　皆さまにご利用いただ
いている「市民伝言板」です
が、最近、掲載依頼件数
が増えてきており、広告
のスペースもあるため、
従来よりも簡潔なものに
させていただいている現
状です。会員募集などの
掲載依頼は2、３カ月に1回の
頻度でお願いいたします。
■問い合わせ先
　広報広聴課
　　　　　（☎24－6237）

△
△
△

△
△
△

△
△

△
△

△



　
市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
「
学
校
環
境
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
市
学
校
環
境
適
正
化
検
討
委
員
会
か
ら
小
規
模
小
学
校
な
ど
の
適
正
化
と
将
来
構
想
に

つ
い
て
第
三
次
提
言
（
昨
年
の
本
紙
十
二
月
十
五
日
号
掲
載
）を
受
け
る
と
と
も
に
、各
地
域
で
の

「
教
育
懇
談
会
」
に
お
け
る
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
子
ど
も
一
人
一
人
の
力
を
伸
ば
す
環
境
づ
く
り

を
図
り
、
市
内
小
学
校
の
小
規
模
校
の
統
廃
合
や
耐
震
化
策
を
講
ず
る
た
め
定
め
た
も
の
で
す
。 

　
こ
の
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

■
現
状
と
計
画
の
視
点
　 

 

　
全
国
的
に
少
子
化
が
進
む
中
で
、
本
市

に
お
い
て
も
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、

複
式
学
級
や
学
校
の
小
規
模
化
が
進
行
し

て
い
ま
す
。
（
表
１
） 

　
ま
た
、
大
地
震
に
備
え
、
耐
震
性
が
低

い
と
さ
れ
て
い
る
昭
和
五
十
六
年
以
前
の

校
舎
な
ど
の
耐
震
化
を
計
画
的
に
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
本
市
で
は

次
の
四
点
を
基
本
事
項
に
据
え
て
取
り
組

み
ま
す
。 

①
児
童
生
徒
に
よ
り
良
い
環
境
を
提
供
し
、

　
確
か
な
学
力
の
育
成
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な

　
ど
に
も
十
分
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
学
校

　
規
模
を
基
本
と
し
ま
す
。 

②
現
在
、
児
童
数
は
年
々
減
少
し
、
平
成
二

　
十
六
年
度
に
は
複
式
学
級
が
五
校
に
増
加

　
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
児
童
数
の
推
移
を

　
見
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
複
式
学
級
の
解

　
消
に
努
め
ま
す
。 

③
学
校
の
統
廃
合
や
再
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

　
段
階
的
移
行
を
含
め
、
将
来
、
本
荘
地
域

　
を
除
き
一
地
域
に
一
小
学
校
・
一
中
学
校

　
の
構
想
を
検
討
し
ま
す
。 

④
学
校
の
耐
震
化
調
査
と
耐
震
補
強
を
推
進

　
し
ま
す
。 

■
統
廃
合
計
画
と
耐
震
化
計
画
　 

 

　
本
荘
地
域
を
除
い
て
一
地
域
一
小
学
校
・

一
中
学
校
を
視
野
に
入
れ
て
適
正
な
規
模

の
学
校
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
具
体
的
な

耐
震
化
お
よ
び
統
廃
合
計
画
は
表
２
の
と

お
り
で
す
。 

　
鳥
海
地
域
で
は
、
直
根
小
学
校
は
す
で

に
複
式
学
級
で
あ
り
、
川
内
小
学
校
の
耐

震
化
問
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
し
い
学

校
建
設
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
笹
子
小

学
校
を
含
め
た
統
合
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
き
ま
す
。 

　
東
由
利
地
域
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度

に
八
塩
小
学
校
は
複
式
学
級
に
な
る
こ
と

か
ら
、
高
瀬
小
学
校
と
の
統
合
に
つ
い
て
、

保
護
者
な
ど
と
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

　
岩
城
地
域
・
松
ケ
崎
地
区
に
つ
い
て
は
、

松
ケ
崎
小
学
校
は
平
成
二
十
三
年
度
か
ら

複
式
学
級
、
亀
田
小
学
校
は
平
成
二
十
一

年
度
か
ら
複
式
学
級
と
な
る
こ
と
か
ら
、

近
接
校
の
三
校
統
合
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。 

　
北
内
越
小
学
校
は
、
平
成
二
十
五
年
度

に
全
学
年
複
式
学
級
に
な
る
こ
と
か
ら
、
近

接
校
で
あ
る
岩
谷
小
学
校
や
新
山
小
学
校
へ

の
通
学
を
協
議
し
ま
す
。 

　
上
川
大
内
小
学
校
は
、
平
成
二
十
七
年
度

に
複
式
学
級
と
な
る
こ
と
か
ら
、
下
川
大
内

小
学
校
と
の
統
合
を
協
議
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

大
内
中
学
校
と
出
羽
中
学
校
は
、
適
正
な
規

模
の
学
校
を
目
指
し
二
校
統
合
を
協
議
し
て

い
き
ま
す
。 

　
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
昭
和

五
十
六
年
の
建
築
基
準
法
改
正
に
よ
る
新
耐

震
基
準
以
前
に
建
て
ら
れ
た
学
校
施
設
で
、

統
廃
合
な
ど
に
よ
り
廃
校
と
な
る
学
校
施
設

を
除
き
、
す
で
に
実
施
し
て
い
る
耐
震
化
優

先
度
調
査
を
も
と
に
し
な
が
ら
年
次
計
画
に

よ
る
耐
震
第
二
次
診
断
を
行
い
、
そ
の
後
必

要
な
耐
震
補
強
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。 

　
な
お
、
耐
震
補
強
工
事
は
、
騒
音
や
震
動

な
ど
で
教
室
が
使
え
な
い
な
ど
、
学
校
運
営

に
も
影
響
が
出
る
た
め
、
学
校
に
よ
っ
て
は

耐
震
補
強
を
終
え
る
ま
で
に
は
複
数
年
を
要

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

小 学 校 
新 山 小  
鶴 舞 小  
尾 崎 小  
子 吉 小  
小 友 小  
石 沢 小  
北 内 越 小  
松 ヶ 崎 小  
矢 島 小  
亀 田 小  
道 川 小  
由 利 小  
岩 谷 小  
下川大内小 
上川大内小 
西 目 小  
直 根 小  
川 内 小  
笹 子 小  
八 塩 小  
高 瀬 小  
合 計  
 
中 学 校 
本 荘 北 中  
本 荘 南 中  
本 荘 東 中  
矢 島 中  
岩 城 中  
由 利 中  
大 内 中  
出 羽 中  
西 目 中  
鳥 海 中  
東 由 利 中  
合 計  
 
小 ・ 中 計  

本年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 
866 
451 
642 
189 
102 
78 
50 
64 
241 
67 
175 
251 
203 
104 
72 
328 
37 
133 
89 
70 
110 
4,322 

  
 

514 
352 
428 
121 
142 
162 
117 
136 
172 
170 
103 
2,417 

 
6,739

本年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 

880 
449 
648 
195 
97 
79 
56 
64 
229 
67 
179 
269 
218 
118 
82 
328 
46 
133 
97 
78 
113 

4,425  
 
 

507 
343 
428 
148 
147 
163 
111 
140 
165 
162 
115 
2,429 

 
6,854 

 

874 
438 
614 
176 
106 
74 
47 
57 
232 
63 
166 
233 
196 
102 
71 
328 
39 
131 
88 
63 
101 
4,199 

 
 

497 
360 
418 
121 
141 
148 
109 
131 
158 
153 
102 
2,338 

 
6,537

856 
408 
597 
172 
107 
78 
49 
60 
222 
70 
151 
226 
181 
93 
74 
336 
37 
123 
76 
57 
104 
4,077 

 
 

504 
349 
418 
118 
133 
141 
109 
122 
168 
149 
97 

2,308 
 

6,385

822 
379 
593 
155 
110 
68 
40 
54 
215 
63 
147 
214 
179 
85 
72 
340 
40 
121 
69 
46 
96 

3,908 
 
 

516 
352 
421 
117 
125 
139 
97 
103 
162 
127 
104 
2,263 

 
6,171

831 
402 
586 
153 
111 
72 
25 
48 
205 
66 
146 
206 
165 
81 
62 
353 
42 
103 
61 
37 
82 

3,837 
 
 

512 
324 
409 
114 
113 
137 
101 
99 
160 
141 
102 
2,212 

 
6,049

846 
402 
574 
150 
112 
77 
26 
43 
198 
68 
134 
220 
153 
77 
61 
340 
38 
101 
52 
32 
83 

3,787 
 
 

496 
290 
411 
111 
113 
128 
91 
96 
160 
127 
94 

2,117 
 

5,904

（単位：人） 

問
い
合
わ
せ
先 

教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課 

（
☎
24
―
６
２
８
０
） 

№ 学校名 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16

校　舎 
建築年 

耐震 
区分 

優先度調査 
校舎 屋体 

計画年度 
平20 平21 平22 平23 平24 平25 平26

新 山 小  
鶴 舞 小  
子 吉 小  
矢 島 小  
松 ヶ 崎 小  
亀 田 小  
道 川 小  
下川大内小 
上川大内小 
川 内 小  
直 根 小  
笹 子 小  
八 塩 小  
高 瀬 小  
北 内 越 小  
岩 谷 小  

S42.06 
S49.05 
S55.08 
S34.03 
S57.07 
S38.12 
S44.12 
S54.12 
H05.03 
S39.12 
S58.11 
S45.12 
S58.03 
S59.02 
S50.06 
S58.03

旧基準 
旧基準 
旧基準 
旧基準 
新基準 
旧基準 
旧基準 
旧基準 
新基準 
旧基準 
新基準 
旧基準 
新基準 
新基準 
旧基準 
新基準 

①④
②④⑤
④
①④

①
②③
③⑤

①

②③

④⑤

④
③
④
④

①

④

②

診断 
診断 

補強 診断 
補強 診断 

補強 
補強 
補強 
補強 
 
 
 

補強 

補強 診断 
補強 診断 
診断 
診断 

補強 
補強 
 
 
 

補強 診断 

①の校舎 
使用禁止 

学校建築 
（用地、基本設計、実施設計、建築） 

学校建設 
（用地、基本設計、実施設計、建築） 

統合検討 

統合検討 

上記以外の各校は新基準（尾崎小・平３.４月、小友小・昭59.8月、石沢小・昭62.5月、由利小・平15.11月、西目小・平20.9月)

№ 学校名 校　舎 
建築年 

耐震 
区分 

優先度調査 
校舎 屋体 

計画年度 
平20 平21 平22 平23 平24 平25 平26

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

本 荘 北 中  
東 由 利 中  
西 目 中  
出 羽 中  
大 内 中  

S54.03 
S45.03 
S56.03 
S62.03 
S59.03

旧基準 
旧基準 
旧基準 
新基準 
新基準 

④⑤
①③⑤
③④

④
④
④

診断 
診断 
診断 

補強 
補強 
補強 

診断 
 

診断 

補強 
 

補強 

補強 
 

補強 

上記以外の各校は新基準（岩城中・昭57.3月、由利中・昭61.3月、鳥海中・平11.1月、本荘南中・平21.1月、 
本荘東中・平17.3月、矢島中・Ｈ21.3月予定） 

※「耐震区分」：昭和56年の建築基準法（施行令）改正による新耐震基準とそれ以前の旧耐震基準に 
　よる建物区分 
※「優先度調査」：耐震診断または耐力度調査の実施につき、その優先度を検討することを主な目的 
　として実施する「耐震化優先度調査」の優先度順位で、５段階に分かれ低い数値ほど優先度が高い。 

鳥
海
地
域
で
の「
学
校
環
境
適
正
化
計
画
」
保
護
者
説
明
会 

 

（
１
月
21
日
） 

新校舎 
開校 

新校舎 
開校 

学校建設 

総合検討 

　複式学級 …………  
 
　複式学級とは、小・中学校に
おいて一学級を、複数学年によ
って編成している学級のことを
いい、現在二学年複式の場合は
小学校16人（１年生を含む場合
は８人）、中学校８人と、それ
ぞれ定められています。 
　どのような学級にもメリット
や課題がありますが、複式学級
においても同様に持ち合わせて
います。 
 
《学習に関しては》 
　異なる学年が一つの学級なの
で、方法次第では相互に学び合
う姿が見られます。また、担任
が一方の学年を指導している時
に、もう一方の学年は自分たち
で学びを進める、といった自主
的な学習習慣を身につけさせた
り、グループ学習をやっている
ような状態が多く、自分たちの
ペースに合わせた学習ができた
りするメリットもあります。 
　しかし、教師は各学年に時間
を分配せざるを得ないことから、
子どもたちに十分にきめ細かい
手が入りにくいという課題もあ
ります。また、音楽の合唱や合
奏、体育におけるゲームなどが
組織しにくくなることも心配さ
れることです。 
 
《人間関係に関しては》 
　子ども集団の規模が小さいの
で、トラブルが起きにくかった
り、家族的な温かい雰囲気の中
で学校生活を送ったりすること
ができるなどのメリットもあり
ますが、他方で人間関係での葛
藤を経験する機会に恵まれない
ことや適度な競争意識を持たせ
ることができない場合もありま
す。 

（平成20年4月現在の住民基本台帳に基づく） 
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